
御火焚祭（１１月３日）

〇 神社境内・駐車場の清掃、便所掃除 担当町

燃料・除草剤の確認しておくこと。 （総務担当）

〇 本社拝殿の準備

・ 神饌台（２台）、大幣、玉串・御神酒皿用台（１台）、お供餅用台（１台）

・ 玉串３本＋（予備2本）、へぎ 総務

・ 御神酒皿（２５名程度）、へぎ 実質６台（月次祭で利用） 担当町

・ ゴザ敷、いす（１８脚）、三宝（７台）と皿（６枚）

・ 各町内の御供餅（小判型、各町3）・みかん・紙垂付き榊６本、へぎ６

・ 御神楽太鼓・いす（太鼓たたき、巫女用の２脚）

・ 砂盛り作り（榊２本）

・ 奉納絵馬を燃やす（神事）

・ 神饌物配置の手配　　－－－　総務

注１） ローソクとマッチ又はライターを準備しておくこと。

注２） お供え餅用の榊・紙重・町名札は、農協が用意する。

拝殿の配置
割り木を七段「やぐら」に組む

玉串、へぎ

各町内の御供餅・みかん・ 大幣 御神酒皿、へぎ

榊（紙垂付き）をへぎに載せて

中央の三宝セットは社務所から出す

御神楽の舞台 神職

鈴台

（神饌台の下）

会長

巫女用

御神楽太鼓 いす（１８脚）

ゴザ敷



〇 神事

１．お祓い

２．祝詞奉納

３．御神楽奉納

４．玉串奉奠

５．御神酒拝受

６．撤饌


